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Ⅰ はじめに 

 「人権教育」と聞いてどんなことをイメー
ジするだろうか。人権教育というと漠然とし
ていて難しいという印象がある。私たちは
日々、他人を思いやる気持ちや自分を大切に
する気持ちを育てようと児童生徒に対して指
導をしている。そこに「人権教育」としての
意識や視点は、どれくらいあるのだろうか。 

学校において、何を人権教育というのか、
特別なことが必要なのか、人権を教えるとは
どういうことなのだろうか。自分を大切にで
きない、友だちを大切にできないという子ど
もたちがいる現状の中で、人権を大切にし、
「I’m OK. You’re OK.」とお互いを認め合え
るようにするためには、どんなことが必要な
のだろうか。多くの疑問から本研究をスター
トした。      

Ⅱ 研究のねらい 

１ 人権教育とは 
 「人権教育」とは何か、「人権教育」の充実
に向けてどのように進めていけばいいのか。 

 まずは、世界、日本、そして相模原市の「人
権」の歴史を概観し、2008 年に文部科学省か
ら出された「人権教育の指導方法等の在り方
について［第三次とりまとめ］」から、学校に
おける人権教育の在り方を探ることにした。 

（１）子どもの権利 
 すべての人は平等であり、それぞれが同じ
権利をもつとした「世界人権宣言」が 1948

年に採択され、1959 年には、子どもは子ども
としての権利をそれぞれもつとした「児童の
権利に関する宣言」が採択された。1979 年は
「国際児童年」である。世界中の人が子ども
の権利について考える機会となった。 

 各学校においては、関わるすべての人の人権が尊重され、学校の教育活動全体を通じて教
職員が組織的・計画的に人権教育を進めることがのぞまれている。それによって子どもたち
が「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」ができ、安心して健やかに学校生
活を送ることをめざしている。 

 本研究では、自他の違いや良さに気づき、人との関わりを大切にする子どもを育成するた
めに、人権尊重の理念のもと、教育活動全体を通して意図的に子どもの人権感覚を高める指
導について考えていく。子どもたちの現状を把握し、短時間の参加体験型のアクティビティ
を継続的に実践したり、課題解決型のアクティビティに取り組んだりする。子どもたちの自
己肯定感や自己有用感、学級の所属感について変容を検証し、人権教育の内容や効果的な進
め方について研究していく。 
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 その後、1989 年には「児童の権利に関する
条約」が国連で採択、翌年国際条約として発
効した。日本は 1994 年に批准した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）相模原市子どもの権利条例 

 相模原市は、2015 年に「相模原市子どもの
権利条例」を制定した。「相模原市子どもの権
利条例」は、子どもが生き生きと、自分らし
く成長し、発達していくため、子どもが自ら
の大切な権利を理解できるよう支援するとと
もに、子どもの健やかな成長を地域社会が支
援する仕組みを定めることにより、子どもの
権利を保障することを目的としている。 

 ○ 安心して生きる権利 

○ 心身ともに豊かに育つ権利 

○ 自分を守り、守られる権利 

○ 地域及び社会に参加する権利 

 

（３）学校における人権教育 

「人権教育の指導方法等の在り方について
［第三次とりまとめ］」では、様々な人権問題
が生じていると指摘されている。 

 特に、児童生徒に関しては、いじめや暴力
など人権に関わる問題が後を絶たない状況で
ある。人権教育が推進されているが、知的理
解にとどまり、人権感覚が十分身に付いてい

ないなど指導方法の問題や教職員に人権尊重
の理念についての認識が不十分であるなどの
問題があるとして、人権教育に関する取組の
一層の改善・充実が求められている。 

 また、人権教育の目標を「児童生徒が、発
達段階に応じ、人権の意義・内容等について
理解するとともに『自分の大切さとともに他
の人の大切さを認めること』ができるように
なり、それが、様々な場面等で具体的な態度
や行動に現れるようにすること」と定めてい
る。 

 「自分の大切さとともに他の人の大切さを
認めること」ができるようにするためには、
言葉で伝えたり、指導したりするだけでなく、
日頃の学校生活や学級での関わりを通して、
児童生徒がお互いに認め合っているという実
感をもてるような雰囲気づくりをすることが
大切である。（図１） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さらに、［第三次とりまとめ］では「隠れ
たカリキュラム」が重要であるとの指摘があ
る。「隠れたカリキュラム」とは、教育する
側が意図する、しないに関わらず、学校生活
を営む中で、児童生徒自らが学びとっていく
全ての事柄を指すものであり、雰囲気といっ
たものである。教職員一体となっての組織づ
くり、場の雰囲気づくりが重要であると記さ
れている。学校に関わる全教職員が、児童生
徒の人権を大切にする意識をもち、共通理解
のもとで指導にあたることで、学校そのもの
が人権を大切にした雰囲気をつくり出すこと
も重要である。      

＜世界＞ 
１９４８年 「世界人権宣言」 
１９９５年～２００４年  

「人権教育のための国連１０年」を
実施 

２００５年 「人権教育のための世界計画」 
 
＜日本＞ 
１９９４年 「児童の権利に関する条約」批准 
２０００年 「人権教育及び人権啓発の推進に 

関する法律」成立 
２００２年 「人権教育・啓発に関する基本計 

画」閣議決定 
２００４年 「人権教育の指導方法等の在り方に

ついて［第一次とりまとめ］」 
２００６年 ［第二次とりまとめ］ 
２００８年 ［第三次とりまとめ］ 
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２ 問題の把握（実態と課題） 
 子どもたちが「自分の大切さとともに他の
人の大切さを認めること」ができるようにな
るために、自分のよさを肯定的に捉え、自分
のことをかけがえのない存在、価値ある存在
として捉える「自尊感情」や「自己肯定感」
を高めることが重要である。 

また、人の役に立った、人から感謝された、
人から認められた、という「自己有用感」を
育成することも大切である。 

自分たちが日々指導している子どもたちは、
どのような様子であろうか。「自尊感情」や「自
己肯定感」「自己有用感」は育っているのだろ
うか。見つめ直してみると「友だちに対して
心ない言動をする場面が多く見られる」とい
う他人への思いやりの心の希薄さや「他の人
にあまり興味がなく、自分さえよければいい
という様子が見られる」という自己の権利の
みを主張する傾向があることなどがわかって

きた。 

また「平成２６・２７年度全国学力・学習
状況調査児童・生徒質問紙」の市の結果では、
質問紙の「自分には、良いところがあると思
いますか」という質問に対して「どちらかと
いえば当てはまらない」「当てはまらない」と
答えた子どもたちは全体の約４分の１を占め
ている。（図２） 

このことから、自分に自信がもてず、自分
や友だちの良さを認めることができない子ど
もも少なくない、つまり「自尊感情」や「自
己肯定感」の低い子どもが少なくないという
ことがわかった。 

「人の役に立つ人間になりたいと思います
か」という質問に対しては、９割以上の子ど
もたちが「当てはまる」「どちらかといえば、
当てはまる」と答えているが、反対に考えれ
ば、１割の子どもたちが「人の役に立つ人間
になりたい」とは思っていないことがわかる。
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これは、人の役に立ったり、人から感謝され
たり、人から認められたりする経験が乏しい
からではないだろうか。 

また、この項目では「当てはまる」の割合
が、２６年度に比べて２７年度が下がってい
ることも気に掛かる。（図３） 

「自尊感情」は、一般的には「自己肯定感」
の語と、ほぼ同じ意味合いで用いられている
ことが多いため、これからは「自己肯定感」
という語を使うことにする。 

 

各学級の子どもたちの「自己肯定感」や「自
己有用感」について客観的な分析をするため
に、「子どもの社会的スキル横浜プログラム
（以下＊Ｙ－Ｐアセスメント）」の「学校生
活についてのアンケート」を活用した。「学級
の所属感」についても併せて分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その結果、「自己肯定感」「自己有用感」「学
級の所属感」について、多くの子どもたちが
概ね高い数値を示したものの、各学級におい
て数値が低いという課題が見られる子どもた
ちがいることがわかった。それは前述したよ

うに、各教員が「自分に自信がもてず、自分
や友だちの良さを認めることができない子ど
もが少なくないのではないか」と感じている
こととも重なる。 

 
３ 研究目的及び内容 
 本研究では「人権教育の指導方法等の在り
方について［第三次とりまとめ］」に示された
学校における人権教育の目標を踏まえ、自他
の違いや良さに気づき、人との関わりを大切
にする子どもの育成を目指し、その効果的な
教育内容や方法の在り方について研究する。 
 [第三次とりまとめ]には「自分の大切さと
ともに他の人の大切さを認めること」ができ
るということが、態度や行動にまで現れるよ
うにすることが必要であると示されている。
すなわち、他の人とともによりよく生きよう
とする態度や集団生活における規範等を尊
重し義務や責任を果たす態度、具体的な人権
問題に直面してそれを解決しようとする実
践的な行動力などを、子どもたちが身に付け
ることが大切である。具体的には、各学校に
おいて、教育活動全体を通じて、例えば次の
ような力や技能などを総合的にバランスよ
く培うことが求められている。 
 ○他の人の立場に立って、その人に必要な

ことやその人の考えや気持ちなどがわか
るような想像力、共感的に理解する力 

 ○考えや気持ちを適切かつ豊かに表現し、
また、的確に理解することができるよう
な、伝え合い、わかり合うためのコミュ
ニケーションの能力やそのための技能 

 ○自分の要求を一方的に主張するのではな
く建設的な手法により他の人との人間関
係を調整する能力及び自他の要求を共に
満たせる解決方法を見いだしてそれを実
現させる能力やそのための技能 

 
私たちは、子どもたちの人権意識や人権感

覚を高め、態度や行動に現れるようにするた

＊ Y-P アセスメント 
児童生徒向けの「学校生活についてのアンケート」
から、児童生徒の自己肯定感や自己有用感、学級の
所属感の変容を見取るための客観的なデータとし
て活用。 
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めには、自分で自分を認めることや、他者に
認められる経験、集団における役割を果たす
経験が必要であると考えた。 

そこで、子どもたちの「自己肯定感」や「自
己有用感」「学級の所属感」を高めることが、
人権感覚や人権意識を高め、態度や行動に現
れることに繋がるのではないかという仮説
を立てた。 

この仮説をもとに、１年次の研究では、学
校教育の中で、子ども自身が自分の思いや行
動が相手に大切にされたり、他の人の思いや
行動を大切にしたりする経験を積むことが
できるように、意図的に関わりをもつ場面を
つくった。子ども同士の関わり、又は、子ど
もと教師との関わりの中から「自己肯定感」
や「自己有用感」「学級の所属感」を高める
ことを目指した。 

具体的には「喜びを分かち合う」「相手と
気持ちを合わせる」「相手の気持ちを考える」
「自分の気持ちを伝える」「相手の気持ちを
知る」「相手の良さを認める」「自分の良さを
認めてもらう」といった経験ができるような、
短時間の参加体験型のアクティビティを継
続的に実践することにした。人権教育は学校
の教育活動全体を通じて行うことが大切で
あるため、教科や道徳の時間、朝の会や帰り
の会などでも実施できるように工夫した。 

この際、子どもたち同士の関わりや行動を
観察し、変容を見取り、分析を行う。 

また、Ｙ－Ｐアセスメントを活用し、アン
ケートを定期的に実施・分析することで、特
に各学級において「自己肯定感」や「自己有
用感」「学級の所属感」の数値が低いという
課題が見られる子どもたちに注目し、変容を
注視していくことにした。 

２年次の研究では、仲間と協力しながら課
題解決をすることによって、自他を認め、自
己有用感をより高められるようにするため、
実践の幅を広げ「困難な課題を与える」こと
をアクティビティに加え、その効果を検証し

た。 
意図的に設定した時間や場面の中で、子ど

も自身が実感したことや経験したことが、日
常生活の様々な場面や状況下で、具体的な態
度や行動に現れることを期待し、研究を進め
ることにした。 
 
Ⅲ 研究実践 

１ １年次のアクティビティの実践例 
意図的計画的に設定した時間や場面の中

で、継続的にアクティビティを実施した。行
事が集中する期間以外は、基本的に週に一度
ほど実施するようにした。神奈川県教育委員
会発行の「人権学習ワークシート集」や相模
原市教育委員会発行の「人権教育指導資料
集」などを参考に実施し、留意点などを整理
していった。 

実践したアクティビティの中からいくつ
かを例として示す。 

 
（１）実践例１ 「エネルギーを伝えよう」 
  ①対象学年と所要時間 

低・高学年 １０分間程度 
  ②ねらい 

【かかわり】 
言葉以外のコミュニケーション能力を
高め、気持ちをひとつにする心地よさ
を味わい協力する力を高める。 

  ③進め方 
   ・円になりお互いに手を取り合う。 

・リーダー（教師）がつないだ右手を
強く握る。 

・左手を握られた人は右手で隣の人の
手を強く握る。 

・これを続けてリーダーに戻ったらゴ
ールとする。 

・一周のタイムを計る。 

・振り返りをする。 
  ④留意点 

・教科指導や学校生活の中で、ペアで
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の活動などを意識的に取り入れ、誰
とでも気兼ねなく手をつなぐことが
できる雰囲気づくりを心がける。 

・楽しみながら取り組むことができる
雰囲気づくりのために、手をつなぐ
ことや隊形について強要するような
指導を入れないようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４ エネルギーを伝えよう（小学校） 
 

  ⑤振り返り 
 初めは、ルールがうまく伝わらず混
乱している場面や、ふざけてしまう様
子も見られた。 
しかし、回数を重ね、記録が更新され
始めると、子どもたちが喜んだり、も
っといい記録を出したいと思ったりし
ている様子も見られた。 
 注目した児童は、初め「俺もう送っ
たよ」などと、活動を妨げる発言を繰
り返したり、友だちの手を強く握りす
ぎて嫌がられたりする様子も見られた。 
しかし、共通の目標に向かって取り組
んでいるうちに、楽しみながら取り組
んだり、友だちと話しながら友だちの
手の握り方を考えたりしている様子が
見られるようになった。 

   （図４） 

 

（２）実践例２「逆転の発想で」 
  ①対象学年と所要時間 

中学 １０分間程度 
  ②ねらい 

 【他者理解・自己受容】 
   見方を変えれば良いところとなること

に気付くことで、自己肯定感を高める。 
  ③進め方 

・３～４人のグループを作り、順番を
決める。 

・スターターは１分間自分の短所を言
う。 

・「生徒Ａ：私の短所は、・・・です」 
・それを聴いた周りの人は、肯定的な

表現で言い直す。 
 「生徒Ｂ：それは、・・・ですね」 
・順番に一人ずつ行う。 

  ④留意点 
・相手のことを理解し、気持ちを考え

思いやりのある言葉を選ぶように、
支援をする。 

・短所を長所に言い表す言葉を多く見
つけることができるように、グルー
プで取り組むようにする。 

・相手のことを理解できるようになっ
た頃に実施することが望ましい。 

  ⑤振り返り 
 生徒の感想は「自分の短所を言い直
してもらうことがうれしかった」「自分
の気付かなかったところをほめられた
気がして、うれしかった」とあった。 
 注目した生徒は、班の中で、積極的
に発言していた。全体の振り返りの中
で「楽しかった」と感想を述べていた。 
 グループの中で、自分の短所を述べ
ることができる温かい雰囲気があり、
前向きな気持ちになれる活動であった。 

 
２ ２年次のアクティビティの実践例 
 ２年次の研究では、先述したように「困難
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な課題を与える」ことを加え、実践した。 
また、同じアクティビティを繰り返し行う

ことにより、子どもたちが相手と関わること
を多く経験したり、協力し合って課題を解決
したりする経験を味わえるようにした。実践
例を次に示す。 
（１）実践例１ 「ぱたぱた」 
  ①対象学年と所要時間 

高学年・中学 ３０分間程度 
  ②ねらい 

【協力】 
クラスみんなで少し難しい課題に取り
組むことで、一体感を体験し、みんな
で協力する力を高める。 

  ③進め方 
・輪になり、両手を床について座る。 
・教員から左手→右手の順に床をパタ

パタとたたく。次にそのとなりの人
が左手→右手とたたき、次にまたそ
の隣の人が･･･とパタパタを回して
いく。 

・一周するまでのタイムを計り、最短
の記録をめざす。 

・振り返りをする。 
  ④留意点 

・教科指導や、学校生活の中で、ペア
での活動などを意識的に取り入れ、
男女の区別なく輪になることができ
る雰囲気づくりを心がける。 

・話し合いの中で自分と違う考えが出
たとしても、相手の意見を聞き、一
度は受け入れるように指導すること
で、何でも言い合い認め合うことが
できる雰囲気づくりをする。 

  ⑤振り返り 
 学級で取り組む際には、記録をどこ
かに掲示しておくことで、子どもたち
は、意欲的に取り組むことができた。
週に１回の割合で３回程度実施したが、
意欲の継続という面でも問題はなかっ

た。 
 話し合いの中で「その方法は試さな
くていいよ」など否定的な発言が出て
くる傾向があるので、認め合うことが
できる雰囲気づくりを大切にした。 
 注目した児童は、少しでも短い時間
で回すためにはどうすればいいかを学
級で話し合っている中、初めは、特定
の友だちと話したりあまり興味を示さ
なかったりと、主体的に参加しようと
いう姿は少なかった。 

 しかし、議論を重ね、学級が少しず
つ更新される記録に一喜一憂している
中で、その雰囲気を感じたのか、主体
的に取り組もうとする姿が見られるよ
うになった。（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ ぱたぱた（小学校） 
 

（２）実践例２ 「教室はどこだ」 
  ①対象学年と所要時間 

中学 ５０分間程度 
  ②ねらい 
  【協力】 

自分の意見を伝え、相手の意見を聞き、
問題を解決する中で、達成感を味わい、
自分がメンバーから必要とされる体験
を通して、自己肯定感を高める。 

  ③進め方 
・６人のチームを作る。 
・作業に必要なものを配る。 
・各自、指示書を黙読する。 
・チームで協力して、作業をする。 
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・結果を発表し、答え合わせをする。 
・振り返り用紙を記入し、感想を話し

合う。 
  ④留意点 

・全員が自分のもっている情報をしっ
かり伝えることができるように、人
の話を聞ける雰囲気をつくる。 

 
 
 
 
 
 
 

図６ 教室はどこだ（中学校） 
 
  ⑤振り返り 

 自分のもっている情報をグループ内
で発表することについては「言葉だけ
で伝えるのは難しかった」「話すことの
大切さがわかった」「人の意見を聞き、
自分の意見をみんなに伝えることで一
人では解決できないことも解決でき
た」という感想があった。 
 自然とまとめ役や記録を取る役割な
どが分担され、班内での協力体制がで
きていた。一人ひとりの意見を、責任
をもって伝えることができ、それぞれ
が達成感をもつことができたようであ
る。 
 さらに、その情報をまとめ、課題解
決に取り組むことで、大変さを感じな
がらも、協力する姿が見られた。班員
全員で取り組んだ実感をもつことがで
き、グループでの達成感を感じること
ができたようである。 
 また、班員の意外な一面も発見でき、
他者理解にもつながった。（図６） 

（３）実践例３ 「新聞紙タワー」 
  ①対象学年と所要時間 

全学年 ３０分間程度 
  ②ねらい 

【協力（全学年）】 

【他者理解・自己受容（中学）】 

自分の意見をもち、相手の意見を聞き
入れ協力することで、達成感を味わう。 

  ③進め方 
   ・やり方の説明を受ける。（新聞紙だけ

を使ってできるだけ高いタワーを
作る） 

・制限時間は１０分間。（７分以降は１
分ごとに経過時間のアナウンスを入
れる） 

・教師の「やめ！」の合図で、一斉に
タワーから離れる。 

・教師がタワーの高さを測る。 

・振り返りをする。 

④留意点 

  ・順位などはつけず、それぞれのグル
ープで工夫していることや協力し合
えたことを賞賛することで、他のグ
ループに対して対抗意識をもたせる
のではなく、自分たちの前回の記録
を超えることに目を向けさせるよう
にする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図７ 新聞紙タワー（小学校） 
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図８ 新聞紙タワー（中学校） 
 
  ⑤振り返り 

 率先して取り組んでいる子どもたち
が多く見られ、自己開示の場となった
のではないかと考える。普段あまり自
分の意見を言わない生徒からもアイデ
アが出され、周りがそれを認めること
ができたのではないか。 

 子どもたちの感想の中に「友だちの
新たな一面を見つけた」という感想が
多かったことからも、そのことが伺え
る。（図７・図８） 

 また、協力することやチームワーク
の大切さに気付く子どもが多かった。 
この実践については、どの学年におい

ても有効であったと考える。その理由
として個人の能力の差が影響しない、
失敗しても大丈夫という安心感がある、
達成感が大きいということが挙げられ
る。新聞紙のみを使い高いタワーを作
るというシンプルな内容だからこそ、
子どもたちにとって取り組みやすく、
向上心が掻き立てられるものであり、
他者の新たな姿や協力することの大切
さに気付くことができたと考える。 

 

３ 有効なアクティビティの整理 
 実施したアクティビティの内容や留意点
を再考し「他者理解・自己受容」「協力」「か
かわり」というねらいごとに整理をし、使い
やすいように表にまとめた（表１）。表１は
「かかわり」をねらったアクティビティであ
る。対象学年や実施時期、実施回数や内容、
活動形態を示した。ねらいが「他者理解・自
己理解」や「協力」のアクティビティについ
ては、資料に掲載した。 

それぞれのアクティビティについてはカ
ード形式に整理をした。次のページのものは
その一例である（図９）。他のアクティビテ
ィカードについては、資料に掲載した。 

 

 

表１ ねらい 《かかわり》 
対象 効果的な時期や回数他 タイトル 内容 活動形態

1 低・高学年  学級開きの時期　朝の会や帰りの会で行う じゃんけんチャンピオン  任意の友だちとじゃんけんをし、３回勝ったら（負けたら）列に並ぶ。 学級

2 低・高学年  学級開きの時期　朝の会や帰りの会で行う サイレントじゃんけん  任意の友だちとじゃんけんをして、勝ち・負け・あいこに対して、その
リアクションをとる。但し一切声を出さない。 学級

3 低・高学年  ２学期初期
 課題が解決できるよう複数回行うとよい エネルギーを伝えよう  輪になってとなりの人の手を握り、握られたら次の人に順に伝えて

いき、１周の秒数を計る。 学級

4 全学年  １学期　学級開き ネームゲーム  自己紹介を順番に行う。２人目以降は、前の人が言ったことに続け
て自分のことを言う。 ○○さんの隣の△△です。 小グループ

5 全学年  １学期　学級開き バースデイライン  ジェスチャーのみで、誕生日順に並ぶ。 学級

6 全学年  １学期初期 質問じゃんけん  ２人組になり、じゃんけんをして、勝った方が質問をし、負けた方が
自分のことについて答える。 学級

7 全学年  いつでも
 全員が発信側を経験できるようにする ステレオゲーム  班ごとに前に出て、一斉に目標等を大きな声で言う。 学級

8 全学年  いつでも
 学期に１回程度 ○○ビンゴ  お題を決め、９個のマスに好きな物を書く。 1人ずつ、発表していく。 学級

9 全学年  いつでも
 学期に１回程度 後出しじゃんけん  「後から勝って（負けて・あいこ）、じゃんけんぽん」の合図でじゃんけ

んをする。何かを全体で決めるときなどに有効。 ペア・学級
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Ⅳ 研究の成果と課題 

１ 成果 
 アクティビティを継続的に実施したこと
により、様々な成果が見えてきた。 
（１）子どもの変容 
① 関わりの広がり 

１年次の初めに行ったアクティビティで
は、子ども同士の関わりが友だち関係にある
子どもだけにとどまっていたが、様々なアク
ティビティを通して、周りの友だちに認めら
れたり、お互いを意識し合ったりして、子ど
も同士の関わる範囲が広がり、多くの友だち
同士で意見が交わされるようになった。また、
今までは自分から友だちとあまり関わろう
としていなかった子どもも、教師に話しかけ
てくるようになり、教師と関わることを通し
て、他の子どもたちと関われるようになって
きた。 

Ｙ－Ｐアセスメントのデータでは「自分を
大切だと思う」「自分が好きだ」の数値が上
がっており、周りから認めてもらう機会が増

えたことにより、自分を認められるようにな
ったのではないかと推察できる。 

このように行動観察やＹ－Ｐアセスメン
トのデータから、アクティビティを行うこと
によって、子どもたちの「自己肯定感」を高
めることができるということがわかった。 
② 協力性の高まり 

小グループでのアクティビティを通して、
友だちにうまく話したり伝えたりすること
ができ、友だちから認められたことで自分に
自信がもてるようになった。表情や振り返り
Ｙ－Ｐアセスメントのデータからも「人と違
っていても意見が言える」の数値が上がって
おり、自分の意見に自信をもち、自己表現を
することができるようになったといえる。 
③ 自己受容の高まりや他者理解の深まり 

課題解決型のアクティビティに取り組む
ことを通して、自分の意見を聞いてもらえた
り認めてもらったりする場面が増えたこと
で、自分が必要とされていると感じることが
できるようになった。それは「自己有用感」

 

 

   図９ アクティビティカード 
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の高まりでもあるといえる。子どもの感想を
見ると「チームワークが大切」「みんな意外
に発想力があった」など友だちの良さを認め
るものが多く見られた。Ｙ－Ｐアセスメント
のデータを見ると「友だちと一緒に喜ぶこと
ができる」「友だちを励ましたりなぐさめた
りできる」の数値が上昇しており、このこと
からも仲間を意識し始めている様子がうか
がえる。 

また「学級居心地感」の数値が上がってお
り、学級全体の雰囲気がよくなったと感じて
いる子どもたちが多くなったといえる。 
④ 振り返りの重要性 

このようなアクティビティを繰り返し取
り組み、振り返りを毎回行うことで、自分や
人の意見を大切にしようとする態度が備わ
ってきた。子どもの感想に「一人ひとりの考
えや意見を伝え合うことの大切さがわかっ
た」とあった。このように、振り返りをする
中で、互いの意見を共有し、アクティビティ
のねらいに迫る意見が多くみられたり、アク
ティビティのねらいに気付いたりすること
に繋がった。 

 
（２）教員の意識の変化 
① より丁寧な言葉がけや関わり方 

教員が意識し、継続して言葉をかけたり、
頑張ったときに褒めたりするようになった。
学校の多数の職員が関わるようになったこ
とで、子どもたちが自信をもって活動ができ
るようになった。 
② 子どもを深く理解した上での指導 

問題行動が起きたとき、その行動自体を指
導する前に、なぜそのような行動をしてしま
ったのかを聞いたり、一緒に考えたりするこ
とを今まで以上に意識して行うようになっ
た。個別指導の仕方や叱り方が変わり、より
子どものことを考え、子どもの成長を願った
話し方ができるようになった。 

指導の際には、一人ひとりが大切だという

ことを子どもたちに伝えている。 
 

２ 課題 
アクティビティを通して学級全体が互い

を認めて、協力し合う雰囲気をつくることは
できたが、アクティビティから離れると、他
者を意識しない行動が見られる子どももい
た。そのことから、アクティビティで学んだ
ことや感じたことを日常生活に生かす必要
があったと考える。 

アクティビティは、ねらいを明確にし、計
画的に実施されて初めて有効なものとなる。
しかし、場当たり的になってしまったものが
あり、日常生活に密接に結び付けることが難
しかった。教員が日常生活を意識しながらア
クティビティを精選する必要があったと考
える。 

また、アクティビティについては学級単位
で行うことが多くあった。そのため、学級の
雰囲気に変容は見られたが、学年での活動に
なると友だち同士の関わり方にあまり変化
は見られなかった。 

子どもたちは学級だけでなく、学級の枠を
超えた関わりが多くある。そのために、一人
ひとりの教員が子どもたちとのかかわりに
ついてお互いに情報交換をし、さらに、学
年・学校としての組織的な取り組みが必要で
あったと考える。 

 
Ⅴ おわりに 

日常生活において子どもたちが学級・学年
の枠を超えて関わる場面が多くある。そのた
め、学年で統一した取り組み、さらには学校
全体、家庭や地域を巻き込んでいくことで、
より大きな効果が期待できると考えられる。
「隠れたカリキュラム」の中で指摘されてい
るように、学校全体で人権を大切にし合い、
お互いのことを尊重し認め合えるような雰
囲気づくりが重要であると考える。 

人権週間の時期だけでなく、１年間を通し
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て計画的に人権教育を実施することが必要
なのではないだろうか。 

この研究を通して、どの教育活動の場面で 
も人権を意識しながら取り組むようになっ
た。例えば、言葉遣いに気を付けること、あ
だ名で呼んだり、呼び捨てをしたりしないこ
と、○○さん付けで呼ぶことなど、普段少し
意識をすればできるようなことが、人権教育
につながっていることに気付き、子どもたち
と接することができた。 

これからも、子どもたちが自他の違いや良
さに気付き「I’m OK. You’re OK.」とお互い
を認め合い、人との関わりを大切にできるよ
うに、学校や家庭や地域と連携していきなが
ら、一人ひとりを大切にする教育活動を実践
していきたい。    
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て
話

し合
お
う

 司
会

者
の

お
題

に
対
して

自
分
の
考
え
を語

り合
う。

小
グ
ル
ー
プ

8
中

学
 学

期
に
１回

程
度

 
い
っし

ょを
見

つ
け
よう

 ペ
ア
で
好

きな
もの

を伝
え
合
う。

 相
手

も同
意

して
くれ

た
数
を数

え
る。

ペ
ア

9
中

学
 学

期
に
１回

程
度

リレ
ー
絵

画
 話

を一
切

せ
ず
に
、班

で
順
番
に
一
筆
書
きを

して
い
く。

 グ
ル
ー
プで

1枚
の
絵
を書

く。
小
グ
ル
ー
プ

10
中

学
 2学

期
以

降
　学

期
に
１回

程
度

新
聞

紙
タワ

ー
 グ

ル
ー
プで

新
聞

２部
を使

い
、 
で
きる

だ
け
高
い
タワ

ー
を作

る。
小
グ
ル
ー
プ

11
中

学
 ２
学

期
以

降
逆

転
の

発
想

で
 自

分
の

短
所

を伝
え
る。

 聞
い
た
人

は
、肯

定
的
な
表
現
で
言
い
直
す
。

小
グ
ル
ー
プ

12
中

学
 行

事
が

あ
る数

日
前

に
行

うと
よい

思
い
で
拍

手
 み

ん
な
の

気
持

ちを
１つ

に
す
る。

言
わ
れ
た
数
字
の
分
、 
手
を

た
た
き、

最
後

の
か

け
声
の
後
、自

分
の
思
い
で
手
をた

た
く回

数
を決

め
る。

み
ん
な
が
揃
え
ば
大
成
功
。

学
級

13
中

学
 行

事
の

後
（１

回
）

○
○

祭
を振

り返
って

 行
事

の
感

想
を１

人
ず
つ
発
表
。

学
級

14
全

学
年

 学
級

開
きや

学
期

に
１回

程
度

行
うと

よい
バ

ー
ス
デ
ー
ライ

ン
ジ
ェス

チ
ャー

だ
け
で
誕
生
日
順
に
並
ぶ

学
級

資料１
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15
全

学
年

 ２
学

期
以

降
　学

期
に
１回

程
度

 全
員

が
発

信
側

を経
験

で
きる

よう
に
す
る

私
は

誰
で
しょ

う？
 ５
つ
の

質
問

に
対

す
る答

え
が
、誰

に
つ
い
て
の
もの

か
をク

イズ
形

式
で
当

て
る。

学
級

16
全

学
年

 班
をか

え
た
タイ

ミン
グ
な
どで

行
うと

よい
相

性
テス

ト
 お

題
に
対

して
、グ

ル
ー
プ全

員
で
揃
え
た
り、

全
員
が
揃
わ
な
い

よう
に
した

りす
る。

小
グ
ル
ー
プ・

学
級

17
全

学
年

 い
つ
で
も　

全
員
が
発
信
側
を経

験
で
きる

よう
に
す
る

ス
テレ

オ
ゲ
ー
ム

 ３
・４

人
が

同
時

に
別
々
の
こと

を言
い
、そ

れ
を当

て
る。

学
級

18
全

学
年

 ど
の

時
期

で
も可

　班
をか

え
る前

に
行

うと
よい

い
い
とこ

さが
し

 班
の

メン
バ
ー
の

良
い
とこ

ろを
言

葉
で
伝
え
た
り、

紙
に
書
い
て

渡
した

りす
る。

小
グ
ル
ー
プ
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ね
らい

《協
力

》
対

象
効

果
的

な
実

施
時

期
や

回
数
他

タイ
トル

内
容

活
動

形
態

1
低

・高
学

年
 １
～

２学
期

 課
題

が
解

決
で
きる

よう
複

数
回

行
う

パ
イプ

ライ
ン

 半
分
に
切
った

パ
イプ

を使
って

、ビ
ー
玉

を任
意

の
場

所
まで

運
ぶ

小
グ
ル

ー
プ

2
低

・高
学

年
 班

をか
え
た
タイ

ミン
グ
で
行

うと
よい

まち
が
い
さが

し
 別

の
場
所
に
あ
る絵

と、
グ
ル

ー
プの

絵
の

違
い
を探

す
。

小
グ
ル

ー
プ

3
高

学
年

・中
学

 １
学

期
後

半
以

降
 課

題
が

解
決

で
きる

よう
複

数
回

行
う

フラ
フー

プく
ぐり

 み
ん
な
で
手
をつ

な
い
だ
まま

フラ
フー

プを
くぐ

って
タイ

ム
を計

る。
学

級

4
高

学
年

・中
学

 １
学

期
後

半
以

降
 課

題
が

解
決

で
きる

よう
複

数
回

行
う

ぱ
ちぱ

ちイ
ンパ

ル
ス

 ク
ラス

で
輪
に
な
って

、順
番

に
手

をな
らし

、タ
イム

を計
る

学
級

5
高

学
年

・中
学

 １
学

期
後

半
以

降
 課

題
が

解
決

で
きる

よう
複

数
回

行
う

ぱ
た
ぱ
た

 ク
ラス

で
輪
に
な
って

、順
番

に
床

を手
で
た
た
き、

タイ
ム
を計

る
学

級

6
高

学
年

・中
学

 ２
学

期
以

降
ナ
ンバ

ー
メモ

リー
ズ

 数
桁
の
数
字
を覚

え
て
、答

え
る

小
グ
ル

ー
プ

7
中

学
 １
学

期
後

半
以

降
（１

回
）

宝
さが

し
 自

分
が
持
つ
情
報
紙
に
書
か

れ
た
情

報
を提

供
しな

が
ら、

指
示

書
に

書
か
れ
た
課
題
を解

決
す
る。

小
グ
ル

ー
プ

8
中

学
 ２
学

期
以

降
 学

期
に
１回

程
度

教
室
は
どこ

だ
？

 班
で
指
示
書
を読

み
、協

力
して

問
題

を解
決

す
る。

小
グ
ル

ー
プ

9
中

学
 行

事
の

前
（１

回
）

コラ
ー
ジュ

写
真

 合
唱
祭
に
向
け
て
、曲

の
イメ

ー
ジを

共
有

す
る。

小
グ
ル

ー
プ

10
中

学
 行

事
の

前
（１

回
）

世
界
で
１つ

だ
け
の
お
守
り

 コ
ラー

ジュ
写
真
の
裏
に
、1

人
一

言
ず
つ
メッ

セ
ー
ジを

書
く。

学
級

11
全

学
年

 １
学

期
　学

級
開

き
バ
ー
ス
デ
ー
ライ

ン
 ジ

ェス
チ
ャー

だ
け
で
誕
生
日

順
に
並

ぶ
。

学
級

12
全

学
年

 １
学

期
　学

級
開

き
お
願
い
！
協
力
して

 額
に
シー

ル
を貼

って
、同

じシ
ー
ル

ごと
に
グ
ル

ー
プを

作
る。

学
級

13
全

学
年

 ２
学

期
以

降
 学

期
に
１回

程
度

新
聞
紙
タワ

ー
 グ

ル
ー
プで

新
聞
紙
２部

を使
い
、な

るべ
く高

い
タワ

ー
をつ

くる
。

小
グ
ル

ー
プ
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ね
らい

《か
か
わ
り》

対
象

効
果
的
な
時
期
や
回

数
他

タイ
トル

内
容

活
動

形
態

1
低
・高

学
年

 学
級
開
きの

時
期
　朝

の
会
や
帰

りの
会

で
行

う
じゃ

ん
け
ん
チ
ャン

ピオ
ン

 任
意

の
友

だ
ちと

じゃ
ん
け
ん
をし

、３
回

勝
った

ら（
負

け
た
ら）

列
に
並

ぶ
。

学
級

2
低
・高

学
年

 学
級
開
きの

時
期
　朝

の
会
や
帰

りの
会

で
行

う
サ

イレ
ント

じゃ
ん
け
ん

 任
意
の
友
だ
ちと

じゃ
ん
け
ん
をし

て
、勝

ち・
負
け
・あ

い
こに

対
して

、そ
の

リア
クシ

ョン
をと

る。
但
し一

切
声
を出

さな
い
。

学
級

3
低
・高

学
年

 ２
学
期
初
期

 課
題
が
解
決
で
きる

よう
複
数
回

行
うと

よい
エネ

ル
ギ
ー
を伝

え
よう

 輪
に
な
って

とな
りの

人
の

手
を握

り、
握

られ
た
ら次

の
人

に
順

に
伝

え
て
い

き、
１周

の
秒

数
を計

る。
学

級

4
全
学
年

 １
学
期
　学

級
開
き

ネ
ー
ム
ゲ
ー
ム

 自
己

紹
介

を順
番

に
行

う。
２人

目
以

降
は

、前
の

人
が

言
った

こと
に
続

け
て
自

分
の

こと
を言

う。
 ○

○
さん

の
隣

の
△

△
で
す
。

小
グ
ル

ー
プ

5
全
学
年

 １
学
期
　学

級
開
き

バ
ー
ス
デ
イラ

イン
 ジ

ェス
チ
ャー

の
み

で
、誕

生
日

順
に
並

ぶ
。

学
級

6
全
学
年

 １
学
期
初
期

質
問

じゃ
ん
け
ん

 ２
人

組
に
な
り、

じゃ
ん
け
ん
をし

て
、勝

った
方

が
質

問
をし

、負
け
た
方

が
自

分
の

こと
に
つ
い
て
答

え
る。

学
級

7
全
学
年

 い
つ
で
も

 全
員
が
発
信
側
を経

験
で
きる

よう
に
す
る

ス
テレ

オ
ゲ
ー
ム

 班
ごと

に
前

に
出

て
、一

斉
に
目

標
等

を大
きな

声
で
言

う。
学

級

8
全
学
年

 い
つ
で
も

 学
期
に
１回

程
度

○
○

ビン
ゴ

 お
題

を決
め
、９

個
の
マ
ス
に
好

きな
物

を書
く。

 1人
ず
つ
、発

表
して

い
く。

学
級

9
全
学
年

 い
つ
で
も

 学
期
に
１回

程
度

後
出

しじ
ゃん

け
ん

 「後
か
ら勝

って
（負

け
て
・あ

い
こ）

、じ
ゃん

け
ん
ぽ
ん
」の

合
図
で
じゃ

ん
け

ん
をす

る。
何

か
を全

体
で
決

め
ると

きな
どに

有
効

。
ペ
ア・

学
級
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☆新しい友だちの顔と名前を知り、お互いのことを理解し、仲良くなる。

低学年

○ペアを作り、あいさつをする。
○ペアで自己紹介をする。
○ペアでじゃんけんをして、別れる。
○次のペアを探す。

上記のことを時間まで繰り返す。

あ

１０分間 ペア 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・クラス人数が奇数の場合は３人組にな
ったり、教員が入ったりする。

・コミュニケーションをとるのが苦手な
子の支援をする。

・初めて同じクラスになった友だちとペ
アになるよう言葉をかける。

進め方

他者理解・自己受容１ あいさつじゃんけん

ねらい

留意点

☆友だちのよさを見つけ、みんなで認め合う。

低学年

○授業初めのあいさつをするために、日直
は前に出る。

○よい姿勢で待っている友だちを見つけ、
みんなの前でほめる。
「○○さんが、よい姿勢です。」

１分間 学級 毎時間

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・授業の開始が遅れないように、短い時
間で終わらせる。

・１日で全員がほめられるように、教員
もほめたり、班全体をほめたり、列で
ほめたりもする。

進め方

他者理解・自己受容２ よい姿勢をほめよう

ねらい

留意点

資料２
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☆友だちのよさを見つけ、お互いに認め合う。

低学年

○帰りの会に隣同士で向かい合う。
○お互いによかったところを伝え合う。
○握手をする。

あ

２分間 ペア 週１回帰りの会

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・クラス人数が奇数の場合は、１つだけ
３人グループにする。

・悪いところは言わない。
・日頃からよいところを見つけることを
心がけるように言う。

・よいところが見つけられないペアには
教員と１日をふり返り、がんばったこ
とを評価する。

進め方

他者理解・自己受容３ よいところをほめよう

ねらい

留意点

☆友だちのことを理解し、みんなで認め合う。

低学年

○司会者は、みんなに紹介したい物を家か
ら持って来る。

○ヒントを３つ用意し、みんなに当てても
らう。

○最後に紹介したい物についてのエピソー
ドを語る。

１０分間 学級 いつでも

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・司会者は 年間で全員が１度は経験す
る。

・高価な物は持って来ない。
・事前に家庭にも伝え、物の選定やエピ
ソードのセリフなど協力してもらう。

・うまく伝えられない子には教員が支援
する。

進め方

他者理解・自己受容４ これはなんでしょう？

ねらい

留意点
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☆人の話を聞き同意するなど、自己理解と他者理解をうながす。

低・高学年

○自分しか知らない自分のことを考える。
○教室内を自由に歩き、いろいろな人と自
己紹介をする。

○名前とともに、自分しか知らないことを
伝える。

○お互いの自己紹介が終わった後には、握
手をして別れる。

あ

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・自己紹介のされた人は「すごいね」「そ
うなんだ！」など前向きな受け答えを
させるようにする。

・自己紹介の内容を考えるのに苦労して
いる場合は、好きな食べ物や最近凝っ
ていることなど、話を聞いてあげるこ
とで、引き出せるようにする。

進め方

他者理解・自己受容５ 自己紹介ゲーム

ねらい

留意点

☆いろいろな友だちとかかわりコミュニケーション能力を高める。

低・高学年

○リーダー（教員）が示したもの（例：は
んかち・新聞紙・ボール等）の使い道を
考える。

○制限時間２分間にいくつ書けたか数を勝
負する。

○グループごとにいくつ言葉を作ることが
できたかを発表する。また、おもしろい
使い道があったら紹介する。

１０分間 小グループ

 

２～３学期

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・どのような内容の発言も認めるように
する（原則注意をしない）。

・子どもが面白いと思ったものを紹介で
きる機会を作り、認められる経験が味
わえるようにする。

進め方

他者理解・自己受容６ ○○の使い道

ねらい

留意点
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☆友だちのことを理解し、みんなで認め合い、関係をよくする。

高学年

○司会者は、話し合って欲しいテーマ（例：
「早起きできるようにするためには、ど
うしたらいいか」等）をみんなに伝える。

○小グループでテーマについて話し合う。
司会者はグループを見て回る。

○小グループの意見のまとめを発表する。
○司会者が全部のまとめをする。

あ

１０分間 小グループ

小グループ

学期後半以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・司会者は 年間で全員が１度は経験す
る。

・話し合う時間を設定し、時間内で終わ
るよう言葉をかける。

進め方

他者理解・自己受容７ ○○について話し合おう

ねらい

留意点

☆自分の好みを相手に伝えることにより、安心感を持つとともに、相手を
理解できるようにする。

中学

○ペアになり、スターターを決める。
○スターターから、１分間好きなものを言
う。聞き手は、自分も好きなら、「私も好
きです。」と言う。相手が同意してくれた
数をカウントする。

○役割を交代し、同じことを行う。
○クラスで同意してくれた数を発表し、１
番多かった生徒に感想を聞く。

５分間 ペア 学期に１回程度

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・ウォームアップとして、口頭で実施で
きる活動である。

・相手のことも考えながら、アイデアを
出す。

進め方

他者理解・自己受容８ いっしょを見つけよう

ねらい

留意点
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☆自分の意見をもち、相手の意見を聞き入れ、協力することで達成感を味
わう。

中学

○各グループに２日分の新聞紙を配る。
○新聞紙だけを使って、なるべく高いタワ
ーを作る。（１０分間）

○タワーの高さを測る。
○片付け、できるだけ新聞を元の状態に戻
す。

○ワークシートの振り返りを記入する。

３０分間 小グループ ２学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・人の意見を受け入れ、意見を出し合え
る雰囲気をつくる。競争だけに終わる
ことがないように、自分たちの工夫次
第でさらに高く作れるよう、言葉をか
ける。

進め方

他者理解・自己受容 新聞紙タワー

ねらい

留意点

☆相手のことを考える経験をする。
☆自分の思いをうまく伝えられない経験をし、言葉の大切さを知る。

中学

○すべて非言語活動で行う。
○グループの数字を決める。
○グループの代表者が、大きめの画用紙（模
造紙）の好きなところに自分のグループ
の数字を書く。

○書いた数字が絵の一部になるように、順
番に一筆書きをして絵を描いていく。

○振り返り用紙に記入する。

あ

３０分間 小グループ 学期に１回程度

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・話したり、書いたりして言葉ではコミ
ュニケーションを取らないように確認
する。

・言葉が使えない大変さから、言葉がい
かに大切かを感じさせる。

進め方

他者理解・自己受容９ リレー絵画

ねらい

留意点

－ 100 － － 101 －



  

☆見方を変えれば良いところとなることに気付くことで、自己肯定感を高
める。

中学

○３～４人のグループを作り、順番を決め
る。

○スターターは、１分間自分の短所を言う。
生徒 ：私の短所は、・・・です。
それを聞いたまわりの人は、肯定的な言
い方で言い直す。
生徒 ：それは、・・・ですね。

○順番に一人ずつ行う。

あ

１０分間 小グループ ２学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・相手のことを理解し、気持ちを考え、
思いやりのある言葉を選ぶように支援
をする。

・短所を長所に言い表す言葉を多く見つ
けることができるように、グループで
取り組むようにする。

・相手のことを理解できるようになった
頃に実施することが望ましい。

進め方

他者理解・自己受容１１ 逆転の発想で

ねらい

留意点

☆人の気持ちを考え、集団の気持ちを一つにする。

中学

○リーダー（教員）が言った数字と同じ数
だけ拍手する。

○リーダー（教員）が最後に「せーの」と
言ったら、１～３のうち好きな数字の数
だけ拍手する。

○全員の拍手の数が揃ったら大成功！
（例）「１，２，３，３，２，１，せーの！」

２分間 学級 行事数日前

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・慣れるまでは、ゆっくりとしたリズム
でやる。

・最後に合わなくても、１日１回のみに
すると意欲が高まる。

・参加の有無は無理強いしない。

進め方

他者理解・自己受容１２ 思いで拍手

ねらい

留意点

－ 102 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆お互いの気持ちを共有することで、達成感や学級での居心地感を高める。

中学

○行事の感想をみんなの前で１人ずつ発表
する。
※発表する順番は特に決めずに、伝えた
い生徒から発表するようにする

あ

分間 学級 行事の後

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・行事を終え、達成感を味わうとともに、
クラスメートの頑張りを認める。クラ
スでの所属感を味わう。

・全員が発表を聞ける雰囲気をつくる。

進め方

他者理解・自己受容１３ ○○祭を振り返って

ねらい

留意点

☆相手のことを考え、自分のことも伝えられるようにする。
☆友だちとのコミュニケーションのきっかけをつくり、協力する力を高める。

全学年

○話をせず、制限時間内で誕生日順に一列
に並ぶ。

○コミュニケーションはジェスチャーの
み。

○一列に並べたら、最初の人から誕生日を
発表していく。

○成功したら、みんなで拍手する。

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・言葉を使ったコミュニケーションをし
ないように確認する。

・教員も一緒に入ると、子どもの緊張も
ほぐれてよい。

進め方

他者理解・自己受容１４ バースデイライン

ねらい

留意点

－ 102 － － 103 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆相手を理解し、気持ちを一つにする心地よさを味わい、協力する力を高
める。

全学年

○一つのお題に対してグループ全員で言葉
やポーズを揃えたり、全員がばらばらに
なるようにしたりする。
（例）「野球といえば？」

「教科といえば？」
「ヨーロッパの国といえば？」

○なぜその答えを選んだのかをグルー
プで話し合う。

１０分間 小グループ・学級 班替え時等

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・答え方は一斉に答えを言ったり、ポー
ズをとったりなどできる。

・ゲームであることを意識し、一人だけ
失敗したことを責めることがないよう
にする。

・グループで話し合ったときにお互いの
考えを理解するように言葉をかける。

進め方

他者理解・自己受容１６ 相性テスト

ねらい

留意点

☆他者への関心を高め、かかわりを広げる。

全学年

○全員に共通の質問を５つ位（例：好きな
食べ物・苦手な食べ物・好きなスポーツ・
○○の思い出 等）用意する。

○質問に対する答えを書かせ、紙を回収す
る。

○質問に対する答えを１つずつ発表してい
き、誰についてのことなのかを、クイズ
形式で当てる。

あ

５分～１０分間 学級 ２学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・必ず全員が答えになるまでやる。
・時間が確保しにくい場合は、帰りの会
などで、数回に分けて行うとよい。

進め方

他者理解・自己受容１５ 私は誰でしょう？

ねらい

留意点

－ 104 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆他者への興味をもち、他者理解をうながす。

全学年

○３～４人のグループで前に出て、決めら
れたテーマの答えを３（４）人で同時に
大きな声で言う。

○聞いている人たちは、何回か繰り返す中
で、だれが何を言っているのかを聞きわ
けて答える。

あ

１０分間 学級 いつでも

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・学級全員が発信側を経験できるように
する。

・お互いに顔を向き合わせて実施するこ
とで、他者への興味や理解を促すこと
ができるようにする。

進め方

他者理解・自己受容１７ ステレオゲーム

ねらい

留意点

☆お互いのことをよく知り、自己肯定感を高める。

全学年

○グループのメンバーの良いところを言葉
で表したり、紙に書いたりして伝える。

○感想を発表する。

１０分間 小グループ いつでも

つで

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・グループを変えるときや、席替えをす
るときなどに行うとよい。

・実施回数を重ねていく中で、内容の変
化や、対象とする人の広がりがあった
ときには、全体に披露し褒めることで
内容や対象となる相手が広がってい
く。

・全体で共有するために掲示するとよい。

進め方

他者理解・自己受容１８ いいとこさがし

ねらい

留意点

－ 104 － － 105 －



 
 
 
 
 
  

☆グループで協力し、少し難しい課題に取り組むことで、一体感を体験す
る。

低・高学年

○やり方の説明を聞く。（筒状のもの（ラッ
プの芯など）を半分に切ったパイプを使
って、ビー玉を任意の場所まで運ぶ）

○グループで話し合い、有効な運び方を考
える。

○時間内に何個ビー玉を運べるか、任意の
数のビー玉を運ぶのにどのくらいの時間
がかかるかを競う。

あ

３０分間 小グループ １～２学期

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・課題が解決できるよう複数回行う。
・話し合いや活動をする際には、前向き
な言葉かけができる雰囲気と指導が必
要である。

・数が多い少ないにこだわりすぎると、
失敗を責めるようになってしまうの
で、注意が必要。

進め方

協力１ パイプライン

ねらい

留意点

☆気持ちを一つにする心地よさを味わい、みんなで協力する力を高める。

低・高学年

○グループに 枚のイラストを配り、廊下
に少し変化のある同じようなイラストを
掲示する。

○グループで１人ずつ廊下の絵を見に行
き、間違いを見つける。（配られたイラス
トは持って行かない）

○全部見つけ終わったタイムを計る。

１０分間 小グループ 班替え時等

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・班対抗にすると勝ち負けにこだわって
しまうので、タイムを計り、前回より
も速いタイムにするような目標をもた
せるようにする。

進め方

協力２ まちがいさがし

ねらい

留意点

－ 106 －



 
  

☆気持ちを一つにする心地よさを味わい、みんなで協力する力を高める。

高学年・中学

○体育館など広いところで全員で手をつな
ぎ、輪になる。

○手をつないだまま、フラフープをくぐり、
１周したタイムを計る。

あ

２０分間 学級 学期後半以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・男女の意識が出てくる時期なので、ク
ラスの実態に応じてやり方を工夫する
とよい。

・より速くするための工夫を話し合わせ、
何度か挑戦するとよい。

進め方

協力３ フラフープくぐり

ねらい

留意点

☆クラスみんなでの一体感を体験し、みんなで協力する気持ちを高める。

高学年・中学

○輪になる。
○教師から拍手しはじめ、次に右隣の人が
拍手、次はその右隣の人…と順番に拍手
を送っていく。

○１周回って、教員に戻ってくるように練
習をする。

○できたら、「１周何秒で拍手を回せるか」
にチャレンジする。

５分間 学級 １学期後半以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・男女の区別なく輪になることができ、
何でも言い合い認め合うことができる
雰囲気つくりをする。

・２回目以降の秒数の設定については、
子どもたちと話し合いながら、クリア
ーできるかできないか程度の設定にす
る。

進め方

協力４ ぱちぱちインパルス

ねらい

留意点

－ 106 － － 107 －



 
  

☆クラスみんなで少し難しい課題に取り組むことで、一体感を体験し、み
んなで協力する力を高める。

高学年・中学

○輪になり、両手を床について座る。
○教員から左手→右手の順に床をパタパタ
とたたく。次にそのとなりの人が左手→
右手とたたき、次にまたその隣の人が…
とパタパタを回していく。

○１周何秒で拍手を回せるかにチャレンジ
し最短の記録をめざす。

あ

３０分間 学級 １学期後半以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・男女の区別なく輪になることができ、
何でも言い合い認め合うことができる
雰囲気づくりをする。

・どのような方法も、まずは受け入れ、
１度挑戦してみようという姿勢で取り
組むことができるよう言葉をかける。

進め方

協力５ ぱたぱた

ねらい

留意点

☆気持ちを一つにする心地よさを味わい、みんなで協力する力を高める。

高学年・中学

○黒板や画用紙に数桁の数字を書き、１０
秒ほど見せる。

○数字をメモなどをしないで記憶する。
○数字が隠れたら、グループで協力し合い、
数字の順番を思い出し、紙に書き出して
いく。

１５分間 小グループ 学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・学年に応じて桁数は決めてよい。
・グループで分担をしたり、作戦を考え
たりするなど、協力することを意識さ
せる。

・班対抗にすると勝ち負けにこだわって
しまうので、自分たちが協力してでき
たことの喜びを味わわせるように言葉
をかける。

進め方

協力６ ナンバーメモリーズ

ねらい

留意点

－ 108 －



  

指示書「宝さがし」

あなたたちのグループは、宝があるという遺跡に来ました。今、あなたたちの手には、次の３つの

道具があります。

① ある扉を開ける呪文が書いてある紙 ②宝の箱を開ける鍵 ③遺跡の中の地図

みんなで情報を出しあい、遺跡に入って、宝を見つけ、無事に遺跡から脱出してきてください。

次に書かれているルールを守って取り組みましょう。

ルール  ○制限時間・・・２５分

○自分の持っている情報は、言葉で伝える。

○自分の情報カードを人に見せてはいけない。

○遺跡の中では、みんなでいっしょに行動する。

☆一人ひとりの意見（情報）を大切にする。
☆自分の意見（情報）が役に立つ経験をする。

中学

○「ルール」を確認する。
○「指示書」を掲示また配付し、読み上げ、
やり方を確認する。

○１人１枚、「情報カード」を配付し 分
間で情報カードに書かれている内容を班
で伝え合い、話し合い、課題を解決する。

○時間で区切り、答えを班に１枚配付する。
○振り返りシートに記入する。

あ

３０分間 小グループ １学期後半以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・話をよく聞くように促す。
・一人ひとりの意見（情報）が揃わない
と課題を解決することができないこと
を強調し、協力する姿勢をつくる。

・話し合いにうまく参加できない生徒が
いたとしても強要はしない。

・なかなか話し合いが進まないグループ
にはアドバイスをする。

進め方

協力７ 宝さがし

ねらい

留意点

※ 情報カードについては、省略

－ 108 － － 109 －
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指示書「教室はどこだ？」

転校生の○○さんが、相談室から自分の教室に帰らなければなりません。

○○さんが教室に帰るための情報は、みなさんに配られた情報カードに書かれています。

次に書かれているルールを守り、課題に取り組んでください。

ルール  ○制限時間・・・２５分間

○問題は、全部で３問解く。

○自分の持っている情報は、言葉で伝える。

○自分の情報カードを人に見せたり、他の人のカードを見たりしない。

○聞き取った情報をそのまま書き取らない。    

☆自分の意見を伝え、相手の意見を聞き、課題を解決する中で、達成感を味わい、
自分がメンバーから必要とされる体験を通して自己肯定感を高める。

中学

○６人のチームを作る。
○作業に必要なものを配る。
○各自、指示書を黙読する。
○自分がもっている情報をグループの人た
ちに伝え合う。

○情報をまとめた結果を答え合わせする。
○振り返り用紙に記入し、感想を話し合う。

あ

５０分間 小グループ ２学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・ルールを守り、人の話を聞く雰囲気を
つくる。

・チームの競争にとらわれず、最後まで
粘り強く取り組めるよう、言葉をかけ
る。

進め方

協力８ 教室はどこだ？

ねらい

留意点

※情報カードについては、省略

－ 110 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆合唱に向けて、曲のイメージを共有する。
☆思いを一つにする。

中学

○合唱曲に関わる写真を何
種類か用意する。

○小グループで話し合い、どの写真が曲の
イメージに近いか、グループの意見を決
める。

○小グループの代表が発表し、他のグルー
プの意見を聞き、イメージを絞っていく。

○最終的には数枚の写真を合成して、一つ
のイメージを創りあげる。

あ

２０分間 小グループ 行事前

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・全員の意見を出すようにする。
・希望が多い写真をメインにし、それぞ
れのグループから選ばれた写真を必ず
入れるようにする。

・他のグループが選んだものに対して、
否定的な発言はしない。

・著作権に注意する。

進め方

協力９ コラージュ写真

ねらい

留意点

☆みんなの思いを知り、仲間を信じる心を育てる。

中学

○みんなで決めたコラージュ写真（協力９）
を、名刺位の大きさに印刷し、そのカー
ドの裏に１人一言ずつ、メッセージを書
いて回す。

○席の順番に回していき、自分のカード
が戻って来たら終了。

１０分間 学級 行事前

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・読んだ人に勇気を与えたり、頑張ろう
という思いが生まれたりするような言
葉を書くようにする。

・あまり長い分にならないようにする。
・否定的な言葉は使わない。

進め方

協力１０ 世界で一つだけのお守り

ねらい

留意点

－ 110 － － 111 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆相手のことを考え、自分のことも伝えられるようにする。
☆友だちとのコミュニケーションのきっかけをつくり、協力する力を高める。

全学年

○話をせず、制限時間内で誕生日順に一列
に並ぶ。

○コミュニケーションはジェスチャーの
み。

○一列に並べたら、最初の人から誕生日を
発表していく。

○成功したら、みんなで拍手する。

あ

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・言葉を使ったコミュニケーションをし
ないように確認する。

・教員も一緒に入ると、子どもの緊張も
ほぐれてよい。

進め方

協力１１ バースデイライン

ねらい

留意点

☆言葉以外のコミュニケーション能力を高め、気持ちを一つにする心地よ
さを味わい協力する力を高める。

全学年

○数種類の色シールを用意する。
○目を閉じさせ、額に 枚だけシールを貼
る。（自分が何色のシールを貼られたかわ
からない）

○「はじめ！」の合図とともに声を出した
り鏡を見たりしないで、友だちの力を借
りて、同じシールの友だち同士が集まる。

１５分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・皮膚の敏感な児童生徒がいる場合は、
服の背中に貼る方法にするなど配慮す
る。

・集まったグループで自己紹介などする
とよい。

進め方

協力１２ お願い！協力して

ねらい

留意点

－ 112 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆自分の意見をもち、相手の意見を聞き入れ、協力することで達成感を味
わう。

全学年

○各グループに２日分の新聞紙を配る。
○新聞紙だけを使って、なるべく高いタワ
ーを作る。（１０分間）

○タワーの高さを測る。
○片付け、できるだけ新聞を元の状態に戻
す。

○ワークシートの振り返りを記入する。

あ

３０分間 小グループ ２学期以降

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・人の意見を受け入れ、意見を出し合え
る雰囲気をつくる。競争だけに終わる
ことがないように、自分たちの工夫次
第でさらに高く作れるよう、言葉をか
ける。

進め方

協力１３ 新聞紙タワー

ねらい

留意点

－ 112 － － 113 －



 
 
 
 
 
  

☆いろいろな友だちとかかわり、コミュニケーション能力を高める。

低・高学年

○１人３ポイントからスタートする。
○教室内を自由に歩き回りじゃんけんをし

て勝ったらポイントをもらい負けたらポ
イントを渡す。

○始める前に、名前のみの自己紹介をし、
終わったら握手をして別れる。

○最後により多くの友だちとじゃんけんが
できた児童を称賛する。

あ

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・勝ち負けの数にだけを称賛してしまう
と、勝負にこだわりをもってしまう。
どれだけ多くの友だちとじゃんけんを
することができたのかについても称賛
し、多くかかわりをもつことに目を向
けさせる。

進め方

かかわり１ じゃんけんチャンピオン

ねらい

留意点

☆言葉以外でいろいろな友だちとかかわり、コミュニケーション能力を高
める。

低・高学年

○声を出さないことを確認する。
○教室内を自由に歩き回りじゃんけんをし

て勝ち・負け・あいこに対してリアクシ
ョンをとる。

○じゃんけんを始める前と、終わった後に
握手をする。

○最後により多くの友だちとじゃんけんが
できた児童を称賛する。

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・リアクションを大きく取らせることで
お互いの表情や動きなどに着目させ、
他者の考えや思いに目を向けられるよ
うにする。

進め方

かかわり２ サイレントじゃんけん

ねらい

留意点

－ 114 －



 
  

☆言葉以外のコミュニケーション能力を高め、気持ちを一つにする心地よ
さを味わい協力する力を高める。

低・高学年

○円になりお互いに手を取り合う。
○リーダーがつないだ右手を強く握る。
○左手を握られた人は右手で隣の人の手を

強く握る。
○これを続けてリーダーに戻ったらゴール

とする。
○ストップウォッチで一周のタイムを計

る。

あ

１０分間 学級 ２学期初期

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・教科指導や学校生活の中で、ペアでの
活動などを意識的に取り入れ、誰とで
も気兼ねなく手をつなぐことができる
雰囲気づくりを心がける。

・楽しみながら取り組むことができる雰
囲気づくりのために、手をつなぐこと
や隊形について強要するような指導は
しない。

進め方

かかわり３ エネルギーを伝えよう

ねらい

留意点

☆緊張感を和らげ、ほっとする雰囲気をつくる。
☆かかわりを広げるきっかけとする。

全学年

○グループの机を班の形にする。
○グループ内の一人からスタートし、次の

ように右回りに自己紹介をしていく。
「☆です。」「☆さんの隣の△です。」「☆
さんの隣の△さんの隣の□です。」

○好きな食べ物、好きな色、好きなスポ
ーツなどを名前の前に入れて数回繰
り返す。

５分間 小グループ 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・スタートになる人を変えたり、回る向
きを変えたりするとよい。

・スタートになる人を色々な方法で決め
るとよい。

・○○さんと呼ばせるようにする。

進め方

かかわり４ ネームゲーム

ねらい

留意点

－ 114 － － 115 －



 
  

☆相手のことを考え、自分のことも伝えられるようにする。
☆友だちとのコミュニケーションのきっかけをつくり、協力する力を高める。

全学年

○話をせず、制限時間内で誕生日順に一列
に並ぶ。

○コミュニケーションはジェスチャーの
み。

○一列に並べたら、最初の人から誕生日を
発表していく。

○成功したら、みんなで拍手する。

あ

１０分間 学級 学級開き

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・言葉を使ったコミュニケーションをし
ないように確認する。

・教員も一緒に入ると、子どもの緊張も
ほぐれてよい。

進め方

かかわり５ バースデイライン

ねらい

留意点

☆話したことがない人ともかかわりを広げる。
☆自分のことを知ってもらい、他人のことを知る。

全学年

○バースデイライン等で隣になった人と２
人組をつくる。

○２人でじゃんけんをし、勝った方が１分
間、質問を繰り返し、負けた方が質問に
答える。

○同じペアで質問者と回答者を変えて行
う。

１分間 学級 １学期初期

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・質問は簡単なものにする。
・２人組の作り方を工夫し、より多くの

人と話ができるようにする。
・質問の内容を固定し、その質問を「私

はだれでしょう？」の活動に組み入れ
るとよい。

進め方

かかわり６ 質問じゃんけん

ねらい

留意点

－ 116 －



  

☆他者への興味をもち、他者理解をうながす。

全学年

○３～４人のグループで前に出て、決めら
れたテーマの答えを３（４）人で同時に
大きな声で言う。

○聞いている人たちは、何回か繰り返す中
で、だれが何を言っているのかを聞きわ
けて答える。

あ

１０分間 学級 いつでも

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・学級全員が発信側を経験できるように
する。

・お互いに顔を向き合わせて実施するこ
とで、他者への興味や理解を促すこと
ができるようにする。

進め方

かかわり７ ステレオゲーム

ねらい

留意点

☆相手の話を真剣に聞く経験をする。
☆相手のことを考える。

全学年

○９マスのマス目の入った紙を配布する。
○題材を決め、その題材に合うものを１マ

スに１個ずつ書き入れる。
○１人１つずつ発表していき、リーチにな

ったら手をあげる。
○ビンゴになったら、大きな声でビンゴ

と言う。

１０分間 学級 学期に１回

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・発表者は１回しか言えないようにする。
・聞こえなくても聞き返してはいけない。
・相手の発言を大切にすることにつなが

る。

進め方

かかわり８ ○○ビンゴ

ねらい

留意点

－ 116 － － 117 －



 

☆いろいろな友だちとかかわり、コミュニケーション能力
を高める。

いろいろな友だちとかかわり、コミュニケーション能力を高める。

全学年

○「あとから勝って（負けて・あいこ）、じ
ゃんけんポイ！」の掛け声に合わせて、
後出しでじゃんけんをする。

○教員と全体でやったり、隣の友だちとペ
アを組んでやったりする。

○ペアを組んだ友だちとやって、お互いに
成功をしたら終了。

あ

１０分間 ペア・学級 どの時期でも

対象学年 所要時間 活動形態 実施時期

・学期に１回程度実施するとよい。
・後出しで「負ける」ことは難易度が高

いため、「あいこ」「勝ち」「負け」の順
で行うようにする。

・相手のことを考えながら取り組むよう
に言葉をかける。（相手が出しやすいも
のを考えてあげよう など）

進め方

かかわり９ 後出しじゃんけん

ねらい

留意点

－ 118 －


